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要　約

飲酒は，我が国の青少年が最も頻繁に取る危険行動の一つである
早期からの飲酒は，強い依存を引き起こし，短期及び長期の健康問題
を生じるだけでなく，喫煙や薬物乱用のリスクを高める
たばこや酒類の宣伝・広告は，喫煙や飲酒の危険性に対する意識を低
下させ，喫煙や飲酒に対する肯定的イメージを形成する
たばこや酒類の宣伝・広告を含む社会的要因は，価値観などの確立の
過程にある青少年に対して，とりわけ大きな影響を与える
セルフエスティーム（自尊心）やライフスキル（心理社会能力）の低
い青少年は，社会的要因の影響を受け，様々な危険行動を取りやすい
青少年の危険行動を防止するためには，彼らの個人的責任を強調する
だけでは不十分であり，周囲の人々への働きかけや，法律の整備など
を含む社会的環境の整備が不可欠である（ヘルスプロモーション）



青少年の６つの危険行動

故意または不慮の事故に関する行動
喫煙
飲酒および薬物乱用
望まない妊娠，HIVを含む性感染症に
関係する性行動
不健康な食生活
運動不足
注１：これらの危険行動は青少年期に形成され，次第に固定化される
注２：これらの危険行動は相互に関連性が強い
　　　　　　　　　　（Center for Disease Control and Prevention）



・両親，きょうだい，
　友人の行動や態度

・マスメディア

・知識
・態度

行　動

個人的要因

社会的要因への対処スキルの
形成に焦点を当てた健康教育

社会的要因

・社会的要因へ
　の対処スキル



(The Center on Alcohol Marketing and Youth,     
http://www.camy.or)



広告分析の目的と学習ステップ

目的：批判的思考力（情報を客観的に分析
し，合理的に判断する能力）の形成

学習ステップ：
１．広告で使われているテクニックを確認する

２．広告が伝えようとするイメージを見抜く

３．伝えようとするイメージに対して，これまでに
学習したことや経験的に知っていることに基づい
て反論する

(日本学校保健会：喫煙，飲酒，薬物乱用防止に関する用語事典)



・両親，きょうだい，
　友人の行動や態度

・マスメディア

・知識
・態度

行　動

個人的要因

ライフスキル（心の能力）の
形成に焦点を当てた健康教育

社会的要因

・社会的要因への
　対処スキル
・ライフスキル
（自尊心の形成，意志決
定，目標設定，ストレス対
処，コミュニケ
ーションスキルなど）

(ＪＫＹＢ研究会：第１０回ＪＫＹＢ健康教育ワークショップ報告書)



ライフスキルの定義

　 　 複雑で困難な課題に満ちた社会の中で成功し，

直面する多くの問題を効果的に取り扱うのに必要と

される一般的な個人および社会的スキル ( Botvin 

GJ)

　　日常生活の中で生じるさまざまな問題や要求に

対して，建設的かつ効果的に対処するために必要な

心理社会的能力(WHO精神保健部局)





ヘルスプロモーション：世界的な運動となっている健康づくりの概念。
　
　・生活の質や生き方を重視し，健康はそれを達成するための手段であるととらえる。
　・健康のための個人の実践力の育成（健康教育）と，法的整備を含む環境づくり
　　から成る。




